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長期金利
美ヨEスおζモヨ

民

思

想

上

M
説

い

て
い
る
。
何
回

は

結

論

が

約

1

年

フ

せ

企

も
い
え
る
。
し
か
し
似
ピ
ッ一
単
語
た
し
、

不
安
心
則
一

ぷ
り
の
水
警
つ
げ
た
。
ま
が
襲
か
ら
株
な
ど
の
資
産
に
移
る

Z
主

チ
の
金
利
上
昇
が
菱
重
山
一語
ら
げ
る
の
が
犯
い
だ
。一

と
い
う
市川
刷
の
忠
将
来
日
首
震
に
あ
る
。
君
お
持
ち
回
し
を

反

映

し

敏

慣

れ

や

せ

ば

脱

デ

フ

レ

は

か

え

っ

一そ
の
効
m
宅
金
利
上
昇
に
は
一

総
自
怠一
て
滋
の
き
か
ね
な
い
。

一

一
応
酬
問
止
め
が
か
か
っ
た
。

4
f
J
聞
き
だ
が
、
危
激
な
金
利
上
M
に
対
す
る
市
川
刷
の
響
戒
感
は
強
く
、

一

一

目
立
皆
、
日
銀
は
金
融
機
関
一

た
だ
、
事
で
は
「易

の

社
債
の
発
行
延
期
な
ど
波
紋
も
生
じ
て
い
る
。
足

元

の

市

助

の

混

乱

釘

5

一

一

国
除
。
一に
0
・
1
%
の
低
利
で
資
金
一
市
協
関
節
は
対
健
保
法
。
イ

を
抑
え
る
た
め
、
日
銀
も
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

凧
レ
る
T
t
1
年
間
貸
し
出
す
悶
基
一ン
フ
レ
控
訴
め
る
政
策
に

F
I
-
-

‘
h

F

E

E

，

一
す
れ
ば
、
阪
失
が
広
が
り
か
一
利
オ
ペ
(
公
H
市
湯
川
同
作
)
一従
っ
て
金
利
上
舛
圧
力
は
残

1
襲

、

歯

上

。

こ

劫

く

一
ね
な
い
か
ら
だ
。
一
斉
8
1
2
兆
円
の
と
き
さ
一
井
住
友
ア
セ
ッ
ト

E
E

，，
a'l釦

t
I』

A
t
w
h
L

‘
司
ヨ
4

一

撲
元
一
級
利
で
反
則
金
利
一給
を
川
崩
し
た
。
金
融
機
関
一
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
深
代
初
シ

-f

f
・

-
-
}
;
7
4

一を
筒
ト
さ
せ
、
品
誌
を
持

ω一が
決
心
し
て
債
券
を
以
え
る
一
ニ
ア
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ

大

量

資

金

供

給

市

場

な

お

警

成

一
さ
せ
た
い
日
銀
に
と
っ
て
、
一
元
手
と
な
る
低
利
の
ま
で
了
)
と
の
指
摘
が
聞
か
れ
ち

-

J

・

・
4

1

・
1
・

-
-
J

一
段
近
の
金
利
上
併
は
痛
し
か
一

.
白

・・

反
則
識
の
混
と
な
る
一義

者

雲

し

て

、

響

一通
に
締
り
、
金
利
が
乱
高
一ゆ
し
の
状
況
と
い
え
る
。
止

「
制

罰

則

判

」

一が
一
仰
制
す
る
必
泌
が
あ
る
。

霊
而
年
物
閣
僚
の
利
回
り
一が
保
有
国
債
を
手
放
し
て
い
下
し
や
す
く
な
っ
た
。

問
年
一日
の
診
院
予
器
貰
会
で
自
で
I
l
li

-

-
-

-
-
一
好

ま

し

く

な

い

は
何
日
、
一
時
前
日
比
0
・
一る
」

(位

譲

宅

金

す

局
面
り
猛
毒
低
の
0
石
の
留
選
議
は

「パ
一
自

然

な
流

れ

一
法
政
大

-a一
正
義

0
7
5%
高
い
0
・
9
2
0
一
利
上
州

(債
券
価
絡
下
沼
)一

・
3
1
5
%
ま
で
忽
併
叫
卜
し
一ラ
ン
ス
の
と
れ
た
形
で
物
価
一

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
・
高
一綬
今
起
き
て
い
る
金
利
上

%
ま
で
上
昇
(
価
絡
は
下
一
が
巡
む
に
つ
れ
、刑
制失
広
大
一た
後
、
1
カ
月
あ
ま
り
で
0
一上
昇
が
続
く
」
と
デ
フ
レ
脱
一
回
創
チ
l
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
一昇
は
好
ま
し
く
な
い
。
金
融

草

。
2
0
1
2
T

皇

室

芝

、
銀
行
ま
5
宣

・

2台
こ
主
主
一
却
に
自
信
を
み
せ
，

a

一
今
起
さ
て
い
る
の
は
良
い
一緩
和
は
長
期
金
利
を
引
き
ド

一

川こ，

h;
一

け

什

4

ド

一

T

一金
利
点
で
あ
り
、
臼
然
な
一げ
て
震
を
刺
激
す
る
の
が

来、

1
3

5

り

範

一な

ど

事

i
r却
す

り

て

a
i
g一オ
ペ

「
対

症

療

法

」
一君

。

属

議

結

一日
怒
っ
た
が
、
辺
の
こ
と

水
削
?
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
利
一
が
宛
り
を
呼
び
、
長
期
金
利
一の
状
況
で
は
価
絡
の
方
向
感

一

一

も

「こ
れ
以
上
金
利
は
吹
く
一が
起
き
て
い
る
。
同
似
の
胸

囲
り
上
昇
が
目
立
つ
の
が
5
一
が
上
昇
テ
ン
ポ
を
巡
め
る
肢
一
が
つ
か
め
ず
、
債
券
に
は
手
一

物
価
が
上
保
し
、
嫌
気
が
一
な
ら
な
い
」
と
印
象
付
げ
た
一
入
額
が
大
を
く
、
ス
ピ
ー
ド

諸
国
で
、
悶
0
・
0
6
一
聞
に
な
っ
ち
事
で
は

E
Eせ
な
い
」
と
同
内
密
一
段
く
な
れ
ば
省
主
が
る
一
震
に
な
っ
完
還
を
俗
不
手
ぎ
て
混
乱
が
き
て

語

い

0
・
4
5
5
%
ま
で
互
の
一
部
議
や
海
外
留
一の
辺
倒
阻
害
議
る
。
国
一
の
孟
自

3
44
;首
一り
る
な

-2で
し
ょ
」と
い
一い
る
。
デ
フ
レ
か
ら
イ
ン
フ

一

、
2

一

'

t

一

t

j

f

8

7

一う

m
mに
つ
な
が
る
と
忠
一
レ
に
転
じ
る
自
僚
は
大
郁
だ

一
時
上
昇
。
約
2
年
ぶ
り
の
一券
に
綴
お
け
る
な
ど
旦
裂
に
え
た
ま
ま
男
鹿
一語
て
司
紛
の
イ
ン
フ
レ
則
一三

更

農

薬

利
上
一が
、
工
夫
し
て
金
利
を
ド
げ

拘
水
蝕
を
付
げ
た
。

一

円周
期
的
な
資

m
m成
を
比
直
一がれ品町市
(利
開
り
が
れ
凪
ヒ
UC
一待
が
高
ま
っ
て
い
る
柾
出
向
と
一貯
は
泌
彫
留
が
あ
り
、
白
銀
一る
方
策
を
烈
る
べ
さ
だ
。

一
す
動
き
も
目
立
つ
と
い
う
。一

銀
行
が
国
債
売
却

一

一

一

4
月
に
日
銀
が
打
ち
出
し
一
長
期
金
利
の
よ
界
を
受
け
、
盛
岡
織
出
回
は
近
く
年
限
が
7

東
邦
ガ
ス
も
延
期
金
方
針
だ
。

債
券
号
f毒

し

た

の

一義

的

・
需

議

揺

は

一

番

の

資

自

に

さ

わ

り

明

機

年

と

避

の

誌

を

脅

す

る

社

償

金

利

妥

結

室

は開
局
同
盟
鰐
鰭
鉱
山
日
一刊
誌
凶
内
訳
辻

延
蹴
均一山紅訪問刈代目的自殺町内川町

E
一買
い
入
れ、

同
僚
の

習

り

一

川

ス

や

昔

車

種

差

躍

を

自

で
悶
途
コ
ス
ト
落
え
る
た
す
る
。「
霊

の

金

型

車

交

-

E
で
霊
長
告
を
低
下
さ
一

ぶ

し
て
い
を

g
g
行
組

E
g
g-借り一

関
な
も
の
か
を
詰
め
た

.

JV

E
一
せ
る
の
が
狙
い
だ
っ
合

一

す
る
量
し
と
な
っ
ち
詰

廷

判

倹
え
が
目
的
で
今
後
の
ス
ケ
ジ

い

E
Bも
あ
る
。
起
債
を
予

y

E
一

し
か
し
、
そ
こ
に
回
銀
の
一

金
利
は
器
室
利
に
迎
撃
る

お

E

ュl
ル
は

「実
在
(
悶
)
。
浴
し
て
い
た
A

議
の
多
く
は
俄

U

7
=限
界
が
生
じ
た
@
市
織
か
ら
一

た
め
、
当
初
払
込
ん
で
い
た
よ

信

F

J
F
E
も
葬
器
量
め
て
り
入
れ
な
ど
で
も
資
金
制
迎
で

叶「
I宙

一一
大
震
の
国
債
を
吸
い
上
げ
た
一
う
な
低
利
警
が
難
し
く
な
っ

佳

J

い
た
が
、
い
っ
た
ん
撃
を
み
き
る
た
霊
ち
に
雲
繰
り
に

め

ι
=結
娘
、
民
間
同
士
の
売
買
が
一
た
た
め
だ
。

-
，

る
。
L
l
x
l
L
グ
ル
ー
プ
や
支
限
が
出
る
わ
り
で
は
な
い
。
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